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１月８日が始 業式でした。今 回は、式に先立 って前回
の 防災スクール と同じ形で避難 訓練を行いまし た。前回

が ６分３０秒で 、今回は１分３ ０秒の時間短縮 となりま
し た。しかし、 避難訓練を繰り 返している古座 小学校の

子 どもたちは、 もっと短い時間 で避難していま す。避難
の 鉄則をまとめ て「おはしも」 と言いますが、 「し」の
部 分で気になる 場面もありまし た。点呼につい ても、も

っ と早くとるこ とができると思 います。訓練で できない
こ とは、本番で はできません。 これからも繰り 返し、避

難 訓練を行って いきます。
その後、体育 館で始業式を行 いました。校長 先生から

演 劇部の話（後 述）に続いて、 年頭に当たって の心構え

に ついて話があ りました。「一 年の計は元旦に あり」と
い う言葉があり ますが、これは 毛利元就が元旦 に家臣に

与 えた「一年の 計は春にあり、 一月の計は朔に あり、一
日 の計は鶏鳴に あり」という言 葉がもとになっ ているそ
う です。小さな ことでもいいか ら、自らハード ルを設定

し 、今年一年を 頑張ってみまし ょう。

２ 月 ４ 日 （ 木 ） マ ラ ソ ン 大 会

９ 日 （ 火 ） ２ 年 生 修 学 旅 行 （ 九 州 方 面 ） 出 発

１ ２ 日 （ 金 ） ま で

１ ５ 日 （ 月 ） ２ 年 生 代 休

１ ６ 日 （ 火 ） 卒 業 判 定 会 議

１ ７ 日 （ 水 ） ３ 年 登 校 日

２ ２ 日 （ 月 ） １ ・ ２ 年 学 年 末 考 査 発 表

２ ９ 日 （ 月 ） 卒 業 式 予 行 考 査 開 始

１月１６日と １７日に実施さ れ、本校からも 進学希望
の 生徒が参加し ました。

これは独立行 政法人大学入試 センターによっ て、例年

１ 月中旬の土日 に行われる大学 の共通入学試験 です。国
公 立大学を希望 する生徒は１次 試験として、必 ず受験す

る ことになって います。（２次 試験は各大学で 独自の問
題 を受験）

国公立大の入 試は、原則とし てセンター試験 と２次試

験 （個別学力検 査）の総合点で 合否が判定され ます。セ
ン ター試験では 、多くの国公立 大が５教科以上 を課して
い ます。逆に私 立大のセンター 利用入試の場合 は、２～

３ 教科の受験で 出願可能なケー スが多く見られ ます。た
だ し、国公立大 の出願先はセン ター試験が終わ って自己

採 点してから決 められるのに対 して、私立大は センター
試 験前に募集の 締め切りをする 場合もあります ので、早
め に募集要項な どで出願時期を 調べておく必要 がありま

す 。
出題レベルは 「学習指導要領 から逸脱しない 」ように

な っていて、難 問奇問を出さな いように配慮さ れていま
す 。また、それ ぞれの科目ごと に試験を実施し ます。例
え ば１年生で勉 強する「現代社 会」は、そのま まセンタ

ー 試験の出題範 囲となります。 だから、今やっ ている勉
強 が、入試に直 結していること になります。基 本を疎か
に することなく 、毎日こつこつ と努力を積み上 げていっ

て 下さい。

センター 試験の問題と 解答は、各予備 校のＨＰで公開
さ れています。 一度チャレンジ してみてはどう ですか。

３ 年 生 は １ 月 ２ ８ 日 （ 木 ） に 答 案 返 却 が 終 わ り 、 い よ

い よ 家 庭 学 習 期 間 に 入 り ま し た 。 し か し 、 国 公 立 大 学 や

第 １ 志 望 の 大 学 受 験 に 向 け て 、 ま だ ま だ 努 力 を 続 け な け

れ ば な ら な い 人 も い ま す 。 翌 ２ ９ 日 は 冷 た い 雨 の １ 日 で

し た が 、 何 人 か の 生 徒 が 登 校 し て 、 進 路 の 自 習 室 で 勉 強

し て い ま し た 。 ち ょ っ と お 邪 魔 を し て 、 後 輩 諸 君 ら に ア

ド バ イ ス を も ら い ま し た 。 以 下 に 載 せ て お く の で 、 旨 と

し て 下 さ い 。

「 受 験 生 に な っ て あ わ て な い よ う に 、 前 も っ て 準 備 し て

お く こ と が 大 事 」、「 わ か ら な い と こ ろ は 放 置 せ ず 、 人 に

聞 く な ど し て 解 決 し て か ら 先 に 進 む こ と 。」、「 積 み 重 ね

て 少 し ず つ や る こ と が 大 事 」（ 以 上 、 自 習 室 で 勉 強 し て

い た 先 輩 か ら の ア ド バ イ ス で し た 。）

本 校 演 劇 部 が 、 １ ２ 月 ２ ６ 日 (土 )・ ２ ７ 日 (日 )に 京 都

市 で 開 催 さ れ た 第 ５ ０ 回 近 畿 高 等 学 校 演 劇 研 究 大 会 で 最

優 秀 賞 (兼 ね て 文 部 科 学 大 臣 奨 励 賞 及 び 全 国 高 等 学 校 演

劇 協 議 会 賞 )を 受 賞 し ま し た 。

こ れ は 、 旧 古 座 高 校 演 劇 部 が 昭 和 ４ ７ 年 （ 今 か ら ４ ２

年 前 ） に 受 賞 し て 以 来 の 快 挙 で す 。 出 演 し た の は 、 古 座

校 舎 の 出 口 君 と 串 本 校 舎 の 藤 井 君 で 、 古 座 校 舎 ３ 年 生 の

飯 田 君 が 舞 台 演 出 を 担 当 し ま し た 。 あ ら す じ は 出 口 君 が

考 え 、 み ん な で 協 力 し な が ら 一 つ の 作 品 に 創 り 上 げ て い

き ま し た 。

大 会 で の 観 客 の 感 想 に は 、「 若 者 の 苦 し み が 伝 わ り ま

し た 。」、「 エ レ ベ ー タ ー を 表 現 す る 照 明 が 良 か っ た で

す 。」、「 自 分 の 過 去 を 反 映 し て い て 、 ウ ケ を 狙 っ た も の

で は な く て 良 か っ た で す 。」、「 高 校 生 が つ く っ た 等 身 大

の 高 校 生 、 と 感 じ ら れ ま し た 。」、「 細 か い と こ ろ の 形 象

が で き て い て 素 晴 ら し か っ た 。」 な ど が あ り ま し た 。（ 以

上 「 第 50 回 近 畿 高 等 学 校 演 劇 研 究 大 会 の 速 報 」 か ら ※ ）

演 劇 部 は 、 ８ 月 に 広 島 で 行 わ れ る 全 国 大 会 （ 第 61 回

全 国 高 等 学 校 演 劇 大 会 ・ 第 39 回 全 国 高 等 学 校 総 合 文 化

祭 演 劇 部 門 )に 出 場 し ま す 。 少 し 先 に な り ま す が 、 健 闘

を 期 待 し て い ま す 。

（ ※ http://blog.goo.ne.jp/kyoto_engeki）


